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※１　用語の説明については7面をご覧ください。
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予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月
７
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
福
室

英
俊
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

鈴
木
だ
い
ち
特
別
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
一
般
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
９
百
２
億
８
千
６
百

万
円
で
、
前
年
度
比
８
・
８
％
、
７２

億
８
千
６
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
が
目
指
す
つ
な
が
り
、
共

に
創
る
ま
ち
こ
だ
い
ら
の
実
現
に
向

け
、
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、
市

民
ニ
ー
ズ
等
に
寄
り
添
う
施
策
・
事

業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分

し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
は
、
定
額
減
税
の
影

響
を
除
く
と
２
億
７
千
５
百
万
円
の

増
と
な
る
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
、
都

支
出
金
が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
財

源
が
不
足
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
子
育
て
世
帯
や
障
害
者
等

の
生
活
を
支
え
る
扶
助
費
の
ほ
か
、

普
通
建
設
事
業
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
７８
億
５
千
２
百
万

円
で
、
前
年
度
比
０
・
２
％
、
４
千

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
１
・

１
％
、
約
３
千
５
百
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
財
源
が
不
足
す
る
こ

と
か
ら
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
２５
億

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基
金

か
ら
２
千
５
百
万
円
を
繰
り
入
れ
、

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度

に
比
べ
４
億
円
増
の
百
１７
億
５
千
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
５４
億
６
千
６
百
万
円

で
、
前
年
度
比
２
・
８
％
、
１
億
４

千
９
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
５
百
人
増
の
２
万
６

千
９
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
６８
億
９
千
百
万
円

で
前
年
度
比
３
・
８
％
、
６
億
２
千

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
前
年
度
に

比
べ
、
約
５
億
４
千
４
百
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
支

援
事
業
費
は
前
年
度
に
比
べ
、
約
３

千
２
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
２
・
９
％
増
の
１
万
８
百
４１

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
４３
億
２
千
２
百
７８
万
１
千

円
で
、
前
年
度
比
０
・
３
％
、
１
千

３
百
６３
万
４
千
円
の
減
で
す
。

　

支
出
は
４０
億
６
百
４６
万
８
千
円

で
、
前
年
度
比
０
・
３
％
、
１
千
百

３４
万
円
の
減
で
す
。

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
１１
億
２
千
４
百
９７
万
円

で
、
前
年
度
比
２０
・
５
％
、
２
億
８

千
９
百
９５
万
８
千
円
の
減
で
す
。

　

支
出
は
２１
億
７
千
５
百
６４
万
円

で
、
前
年
度
比
２１
・
１
％
、
５
億
８

千
１１
万
５
千
円
の
減
で
す
。

令
和
７
年
度

（単位：千円、％）
７年度
予算額

６年度
予算額 伸び率

一 般 会 計 90,286,000 83,000,000 8.8

特
別
会
計

国民健康保険事業 17,852,000 17,812,000 0.2

後期高齢者医療 5,466,000 5,317,000 2.8

介 護 保 険 事 業 16,891,000 16,271,000 3.8

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 4,322,781 4,336,415 △0.3

収 益 的 支 出 4,006,468 4,017,808 △0.3

資 本 的 収 入 1,124,970 1,414,928 △20.5

資 本 的 支 出 2,175,640 2,755,755 △21.1

令和７年度予算総額

生活者ネットワーク生活者ネットワーク賛成
市民生活に必要な施策は評価した上で懸念点を指摘

一 人 会 派 の 会一 人 会 派 の 会反対
税金を浪費し、いじめ対応改善を拒む市長の冷たい予算

市 議 会 公 明 党市 議 会 公 明 党賛成
会派として従来から要望してきた事業を予算として編成

政 和 会政 和 会賛成
課題を見極め市民ニーズ等に寄り添った予算と判断

フ ォ ー ラ ム 小 平フ ォ ー ラ ム 小 平賛成
これからの行政サービスの在り方に一定の進捗が見える

まちづくり市民こだいらまちづくり市民こだいら反対
再開発事業費増、中央公園多目的エリア人工芝化は問題

日本共産党小平市議団日本共産党小平市議団反対
大型開発施策優先で市民の生活を支える予算でない

市議会れいわ新選組市議会れいわ新選組賛成
おおむね暮らしやすい街として認識されていると判断

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
の
推
進
、

障
害
者
・
高
齢
者
支
援
の
充
実
、
省
・

創
・
蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
推
進
等
を

評
価
す
る
。
な
お
、
①
市
民
参
加
で
は

図
書
館
等
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
、
協
働
で
は
市
民

提
案
の
取
組
を
要
望
す
る
。
②
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
将
来
人
口
推
計
等

を
鑑
み
て
柔
軟
な
姿
勢
で
進
め
る
こ
と
、

集
会
施
設
利
用
料
減
免
見
直
し
の
凍
結

を
要
望
す
る
。
③
こ
ど
も
の
権
利
条
例

の
制
定
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
の

設
置
、
若
者
等
へ
仕
事
に
関
す
る
ス
キ

ル
を
学
び
直
す
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推

進
を
求
め
る
。
④
原
発
に
依
存
し
な
い

社
会
の
実
現
の
た
め
太
陽
熱
、小
水
力
、

地
中
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
要
望
す
る
。
⑤
公

共
施
設
で
憲
法
や
平
和
に
つ
い
て
学
べ

る
社
会
教
育
の
場
の
保
障
を
要
望
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支
改
善
な
ど
達

成
で
き
て
い
な
い
課
題
も
あ
る
が
、
①

ひ
と
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
高
校
生
等

医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
の
撤
廃
、
病

児
・病
後
児
保
育
施
設
へ
の
整
備
補
助
、

直
営
学
童
ク
ラ
ブ
の
延
長
保
育
試
行
実

施
、
全
小
・
中
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
移
行
完
了
等
を
評

価
す
る
。
②
く
ら
し
づ
く
り
の
分
野
で

は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
女
性
相
談
、

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
、
居
住
支
援
協

議
会
の
立
ち
上
げ
、
公
共
施
設
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
等
を
評
価
す
る
。
③

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
街
路
樹
等

の
樹
木
診
断
、
省
・
創
・
蓄
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
等
の
設
置
助
成
、
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
等
補
助
の
拡
大
等
を
評
価
す

る
。
④
自
治
体
経
営
方
針
に
関
連
す
る

事
業
で
は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
統※１
合
型
Ｇ

Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
構
築
等
を
評
価
す
る
。

　

多
文
化
共
生
事
業
や
外
国
人
市
民
向

け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
は
評
価
す
る
。

一
方
で
、
①
土
木
費
は
前
年
度
比
で
約

２８
％
増
で
、
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
は
土
木
費
の
約
４２
％
を
占

め
負
担
が
大
き
い
中
、
小
平
駅
北
口
の

再
開
発
も
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
②

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

−

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
に
よ
る
中
央
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
で
は
、
多
目
的
エ
リ

ア
を
人
工
芝
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

③
保
育
園
の
民
営
化
や
給
食
調
理
業
務

の
委
託
化
を
十
分
な
検
証
の
な
い
ま
ま

進
め
て
い
る
。
④
小
平
第
十
三
小
学
校

の
建
て
替
え
で
、
学
区
域
内
の
２
つ
の

地
域
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
複
合
化
す
る
方
針
は
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。
⑤
市
の
長
所
で
あ
る
緑

を
守
ろ
う
と
い
う
姿
勢
が
な
い
。
⑥
風

致
地
区
の
開
発
規
制
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

①
中
央
エ
リ
ア
の
整
備
費
４４
億
円
が

百
４
億
円
に
。
行
政
の
計
画
策
定
は
税

金
を
幾
ら
投
じ
ど
れ
く
ら
い
市
民
福
祉

に
つ
な
げ
る
か
が
基
本
で
、
後
か
ら
付

け
足
し
税
金
を
湯
水
の
ご
と
く
使
う
姿

勢
は
許
さ
れ
な
い
。
②
統※１
合
型
・
公
開

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
に
約
１
億
円
計
上
し
て

い
る
合
理
的
説
明
が
な
い
。
③
ま
な
び

の
森
保
育
園
花
小
金
井
の
戸
外
活
動
費

を
市
が
負
担
し
て
い
る
が
、
園
庭
不
足

に
よ
る
費
用
は
事
業
者
が
負
担
す
べ
き

だ
。
④
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
報
告
書

作
成
を
第
三
者
に
委
託
す
る
予
算
を
計

上
せ
ず
予
備
費
で
の
対
応
を
指
示
し
た

こ
と
に
は
言
葉
を
失
う
。
⑤
と
き
わ
会

の
虐
待
問
題
へ
の
市
の
姿
勢
と
し
て
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
ら
な
い
と
断

言
し
た
。
⑥
状
況
改
善
に
役
立
つ
市
の

自
浄
作
用
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
関
す

る
予
算
は
、ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
。

　

①
統※１
合
型
・
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
事

業
の
実
施
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
交
付
の
円
滑
化
、
書
か
な
い
窓
口

の
取
組
等
を
評
価
し
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
く
各
施
設
の
建
て
替

え
は
、
社
会
情
勢
に
配
慮
し
柔
軟
な
対

応
を
求
め
る
。
②
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

導
入
支
援
事
業
、
農
商
連
携
推
進
事
業

等
を
評
価
し
、
さ
ら
な
る
予
算
拡
充
を

望
む
。
③
東
部
公
園
の
プ
ー
ル
再
整
備
、

萩
山
公
園
の
プ
ー
ル
跡
地
活
用
は
民
間

事
業
者
の
選
定
に
期
待
す
る
。
④
高
校

生
等
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
の

撤
廃
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
担
当
の

配
置
等
を
評
価
す
る
。
⑤
図
書
館
全
館

で
の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
整
備
を
評
価
し
、
教

育
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
等
の
充

実
を
求
め
る
。
な
お
、
会
派
内
で
反
対

す
る
議
員
が
い
る
こ
と
も
申
し
添
え
る
。

　

①
中
央
エ
リ
ア
整
備
に
係
る
概
算
事

業
費
が
高
騰
し
て
お
り
、
市
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
も
計
画
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
②
防
災
に
つ
い
て
は
、
自

助
で
は
な
く
公
助
を
打
ち
出
し
、
ス
フ

ィ
ア
基
準
に
基
づ
く
防
災
環
境
の
整
備

を
行
い
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
③
地
域
の

人
口
推
計
を
捉
え
、
必
要
な
地
域
に
保

育
園
を
増
設
す
る
な
ど
緊
急
の
い
わ
ゆ

る
隠
れ
待
機
児
童
対
策
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
。
④
ご
み
袋
の
値
下
げ
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
市
民
か
ら
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
指
定
収
集
袋
の
値
下

げ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
袋
の

無
料
化
の
検
討
を
求
め
る
。
⑤
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
る
よ
り
先
に
、

教
員
不
足
や
多
忙
化
等
の
教
育
環
境
を

根
本
か
ら
見
直
し
、
教
員
を
増
や
す
な

ど
の
整
備
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

　

①
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
、
書
か
な
い

窓
口
の
導
入
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
道
路
状
況

の
点
検
等
の
新
た
な
取
組
を
評
価
す
る

が
、
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
等
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
の
遅
れ
が

課
題
で
あ
る
。
②
職
場
環
境
の
改
善
等
、

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
一
定
の
進

捗
が
あ
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
風
通
し

の
よ
い
、
仕
事
を
楽
し
い
と
思
え
る
取

組
を
求
め
る
。
③
中
央
エ
リ
ア
の
整
備

を
は
じ
め
大
き
く
動
く
事
業
は
市
民
へ

正
し
い
情
報
の
丁
寧
な
周
知
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
④
学
校
給
食
費
無
償
化
の

継
続
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成
の
所
得

制
限
の
撤
廃
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
調
査
の
実
施
等
を
評
価
し
、
引

き
続
き
子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ
続
け
る

小
平
市
を
求
め
る
。
⑤
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
は
予
算
増
額
を
評
価
す
る

が
、
対
象
者
拡
大
を
強
く
要
望
す
る
。

　

①
高
校
生
等
医
療
費
助
成
の
所
得
制

限
の
撤
廃
、
学
校
給
食
費
無
償
化
の
継

続
、
給
食
食
材
料
費
の
上
昇
へ
の
対
応

等
を
評
価
し
、
増
加
す
る
発
達
障
害
児

に
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
求
め

る
。
②
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
介
護
予

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
連

携
と
と
も
に
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡

充
等
を
評
価
す
る
。
③
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
増
設
、
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト

事
業
の
実
施
、
居
住
支
援
協
議
会
の
立

ち
上
げ
等
を
評
価
す
る
。
④
新
た
な
災

害
医
療
支
援
病
院
へ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
ポ

ス
ト
の
配
備
等
を
評
価
す
る
。
⑤
慢
性

的
な
人
員
不
足
の
部
署
に
、
必
要
な
人

数
を
振
り
向
け
る
改
善
策
が
必
要
で
あ

る
。
⑥
中
央
エ
リ
ア
の
新
建
物
敷
地
整

備
工
事
が
開
始
さ
れ
る
た
め
、
費
用
対

効
果
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
な
ど
、
一

層
丁
寧
、迅
速
に
周
知
す
べ
き
で
あ
る
。
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